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ま え が き 

 

 2013 年以降、経済情勢や雇用情勢が好転する中で、非正規雇用者の処遇改善とともに、そ

の正規化に本格的に着手する企業も出てきている。そこで、JILPT において、①非正規雇用

者の正規登用等に取り組む企業等に対するヒアリング調査、②2014 年 2 月に実施したアン

ケート調査結果データの集計分析、③JILPT が行った労働力需給推計結果をベースとして、

中期的な形態別雇用構造の変化を展望するシミュレーションの実施、といった取組みを取り

急ぎ行い、その結果をとりまとめたのが、この資料シリーズである。 

 ①の企業へのヒアリング調査からは、非正規から正社員への転換を進める場合において、

「地域限定」を中心として、正社員の中にも雇用形態上のグラデーションをつけながら行わ

れることが多いこと、また、有期契約から無期契約への転換に焦点が当てられていることな

どが指摘できる。②のアンケート調査からは、今後３年間の正社員数の変化予測において、

増加を見込む事業所が 28.9％あり、減少を見込む事業所（5.6％）を大きく上回っており（現

状維持：45.4％）、その期待増減数から算定される正社員の増加率は、３年間で 3.67％と試算

される。さらに、③のシミュレーション結果からは、産業ごとのこれまでの雇用形態構成割

合のトレンドを延長して得られた推計では、非正規割合（役員を除く雇用者に占める割合）

は、推計の足もと年（2013 年）の 36.6％が 2020 年には 40％程度まで上昇し、正社員はその

間に 140 万人弱程度減少すると試算された。これに対し、従来のトレンドが止まり、産業ご

との雇用形態構成割合が 2013 年程度のままで推移し、さらに上述のアンケート調査から得ら

れた結果を加味した推計では、正規雇用者数は 160 万人程度のかなりの増加となり、非正規

割合は 34.6％に低下すると試算された。このように、これまでの一方的な非正規化の進展に

傾向変化の可能性を窺わせる環境が整いつつあることが示されている。 

 この取組は、状況対応的に急いでできることを行い、とりまとめたものである。今後さら

に、推移の把握とともに、労働問題に関する研究機関として深化していかなければ課題を残

すものではあるが、非正規雇用に限らず雇用の動向や雇用面の政策課題に関心を持つ関係各

層の皆様の参考としていただくことを期待したい。 
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